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聞きたくなる話し方

春の交通安全教室がありました。１・２年生向けの内容と自転車を乗り始める３～６年生向

けの内容とに分けての開催です。この時期だからこそ大切にしたい内容です。

お話をしてくださったのは、長野県交通安全教育支援センターの皆様。交通安全で大切なこ

とをスライドや動画を交えてわかりやすく説明してくださいました。例えば「ヘルメットの重

要性」について。人間の脳は木綿豆腐とほぼ同じ固さだそうです。木綿豆腐を頭蓋骨と同じ固

さの器に入れ、片方はそのままに、片方はヘルメットに入れて同じ衝撃を与えてみると…。ヘ

ルメットで守られた豆腐は無事に形をとどめていました。これには子どもたちからも驚きの声。

改めてヘルメットの重要性が身に沁みました。

ところが、時間がたつにつれてだんだんと子どもたちの集中力が下がっていきました。学級

担任はじめ職員が話を聞くよう促しますが、なかなかうまくいきません。命に係わる大事な話

ですのでしっかりと聞いてほしいところではありますが…。

内容が盛りだくさんだったたこと、次々と大事なことが伝えられてかみしめるのに時間がか

かったことなどの理由が考えられます。子どもたちに話す、しかも大勢の子どもたちに話すと

なると、それはそれはとても難しいものです。

本校の先生たちが、日ごろどんな工夫をしているのか聞いてみました。

短い時間で端的に話す 話の優先度を先に話す ゆっくり 声色の使い分け 表情豊かに

話の全体像と今どのあたりまで進んでいるかを視覚的にわかるように 聞く環境を設える

「話を聞きなさい」と口頭で伝えるのは簡単ですがなかなか長続きはしません。伝える側の

努力は大切です。聞きたくなる話題ばかりを提供するわけにはいきませんが、子どもに聞く力

を育むのと同時に、聞きたくなる話し方について、我々大人がさらに磨きをかけていく必要が

ありそうです。

5月のスクールカウンセラー相談日は12日（火）です。ご希望の方は養護教諭
（小池）に、５月１日までにご連絡ください。裏面に渡辺カウンセラーよりご挨拶
がございます。




